
フランス語で桃を意味す
る「ペッシュ」は、同時
に「釣り」も意味するお
もしろい言葉です。

桃色が桃の花の明るいピンクを表すのに対し、
ピーチは桃の果肉のような色をしています。
同じ桃の果樹から、日本人は花の色を、
西洋人は果実の色を色名に選んだのです。
西洋では、ジャムを作る果実の多くが
色名になっています。
ちなみに、1702年になってからようやく、
イギリスでピーチブラッサムという
桃の花の色名が生まれました。

日本の桃色は花びらの色
西洋のピーチはジューシーな果肉

血色を良く見せ、洋服に影響しないからです。A
明るく、優しい印象のピーチは、日本人の肌に馴染みやすく、肌を綺麗に見せます。
白より洋服に響かないことも、好まれる理由です。

どうして肌着には、ピーチのような
肌の色に近い色が多いの？

1

ピーチ
Peach CMYK C0 M20 Y30 K0

RGB R251 G216 B181

Webcolor #fbd8b5

①ジューシーなイメージ

②あどけないイメージ

鮮やかさを段階的に変化させると、果
汁のとろっとした感じを表現できます。

淡い色と組み合わせると幼い少女の雰
囲気になります。

配色の例

column5

中国から伝来した桃。中国では、厄よけや不老長寿の効果があると言われています。その名残もあり、
おめでたい場では桃まんじゅうを食べるのが慣習となっています。『西遊記』では、全3,600本ある
天界の桃園の管理を任された孫悟空が、9000年に１度しか熟さない「天地のあらんかぎり生きなが
らえる」という桃を食べて怒られた、という話があります。

不老長寿の桃
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鼠色の着物を着た美人画。喜多川歌麿
が６人の江戸の美人を描いた『高名美人
六家撰　扇屋花扇』は、美貌と教養の
ある遊女、花扇を描いています。

無彩色や、くすんだ渋い色を表す色名です。
江戸時代前期から流行していた茶色と同じく、
どんぐりや墨を染料として染められました。
安価で、さまざまな色が出せることから
江戸時代中期以降、庶民に大流行。
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」（P45）と呼ばれるほど、
たくさんの派生色が誕生しました。
ちなみに、同じくネズミが由来のマウスグレイは、
茶がかったグレイを指すのが特徴です。

贅沢を禁止された江戸時代
庶民に愛された流行色があります

焼けこげて残る「灰」は縁起が悪いためです。A
当時の江戸では、火災が多く発生していました。そこで、灰を連想させる「灰色」
よりも、大黒様のお使いとされるネズミの名前を借りた鼠色が流行したのです。

どうして灰色ではなく鼠色が流行したの？1

鼠色（ねずみいろ）
Medium gray CMYK C0 M0 Y0 K55

RGB R115 G115 B115

Webcolor #737373

①しゃれたイメージ

②ひかえめなイメージ

江戸時代に生まれた鼠色のバリエーショ
ンと配色すると、しゃれた雰囲気に。

明るいグレイと明るい寒色を配色する
と、おとなしい印象になります。

配色の例

column20

派生色が多い鼠色。鳩の背羽のような鳩羽鼠（はとばねず）は、
明治時代に着物の色として人気が出て以降、和装に欠かせな
い色となりました。利休鼠（りきゅうねずみ）は、高尚なイメージ
の千利休から連想された色です。このように、鼠色にさまざま
な要素を加えて微妙な色の違いを楽しんでいたところから、江
戸時代の人 の々繊細な美的センスが見てとれます。
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